
町長

一般質問　町政を問う

町
長

町
の
将
来
的
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

可
能
性
に
満
ち
た
、

　
　
　

未
来
に
誇
れ
る
町
に

小
野　

芳
久　

議
員
（
自
民
）

質
問　

昭
和
１５
年
に
、
箱

根
ケ
崎
村
・
石
畑
村
・
殿

ケ
谷
村
・
長
岡
村
を
廃
止

し
瑞
穂
町
が
誕
生
し
た
。

そ
の
後
、
同
３３
年
に
元
狭

山
村
と
合
併
し
現
在
の
町

が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
間

に
は
多
く
の
町
民
の
協
力
・

支
援
が
あ
っ
た
。
本
年
は

町
制
施
行
７０
周
年
で
あ
り

記
念
事
業
の
計
画
も
あ
る

と
聞
い
て
お
り
、
ま
た
第

４
次
長
期
総
合

計
画
も
策
定
中

と
の
事
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
の
点

を
問
う
。

問　
　

長
期
的

将
来
的
ビ
ジ
ョ

ン
は
。

町
長　

町
民
一

人
ひ
と
り
が
互

い
に
支
え
合
う

こ
と
を
基
本
と

し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
を
実
現
で
き
る
可

能
性
に
満
ち
た
、
未
来
に

誇
れ
る
町
づ
く
り
を
究
極

の
目
標
と
捉
え
て
い
る
。

問　
　

記
念
事
業
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
多
く
の
地
域

で
開
催
し
て
は
。

町
長　

７０
周
年
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
横
断
幕
、
懸
垂
幕
、

の
ぼ
り
旗
を
作
り
、
公
共

施
設
や
事
業
・
イ
ベ
ン
ト

実
施
地
で
掲
出
・
掲
示
し

た
い
。
ま
た
、
町
が
主
催

す
る
事
業
以
外
で
も
、
町

内
会
や
各
種
団
体
が
、
各

地
域
で
自
主
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

住民の希望に沿い事業を進める

栗原地区土地区画整理事業について
再度問う

大坪　国広　議員（共産）

町
長

長期総合計画の中で、制定を含め考えたい

社会的・道徳的な町民憲章の制定を

尾作　武夫　議員（自民）

狭
山
池
周
辺
整
備
計
画
に
つ
い
て

歴
史
と
景
観
に
視
点
を
置
き
、

　
　
　
　
農
業
や
観
光
と
調
和

小
池　

信
一
郎　

議
員
（
自
民
）

町長

質
問　

２１
年
度
よ
り
「
狭

山
池
周
辺
整
備
基
本
計
画
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
２２
年
度

も
継
続
事
業
と
し
て
調
査

研
究
を
推
進
す
る
こ
と
が

予
算
編
成
方
針
で
示
さ
れ

た
。
計
画
は
、
着
実
に
進

行
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
今
後
も
含
め
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

問　
　

基
本
計
画

の
内
容
と
成
果
は
。

町
長　

自
然
環
境

・
景
観
な
ど
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

資
源
を
調
査
し
、

地
域
特
性
を
ま
と

め
、
基
本
資
料
と

し
て
活
用
す
る
。

問　
　

調
査
研
究

の
目
的
と
内
容
は
。

町
長　

土
地
利
用

構
想
を
踏
ま
え
、

親
水
性
や
里
山
風
景
を
残

す
拠
点
と
し
て
整
備
範
囲

を
設
定
し
、
年
次
計
画
を

策
定
す
る
。

問　
　

整
備
計
画
に
お
け

る
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

町
長　

歴
史
と
景
観
に
視

点
を
置
き
、
農
業
や
観
光

と
も
調
和
し
た
整
備
を
図

る
。

問　
　

今
後
の
課
題
と
具

体
的
な
事
業
化
へ
の
見
通

し
は
。

町
長　

狭
山
丘
陵
最
西
端

に
あ
る
カ
タ
ク
リ
の
群
生

地
を
次
世
代
に
残
す
た
め
、

財
源
を
確
保
し
、
公
有
地

化
に
取
り
組
む
。

質
問　

現
代
社
会
に
お
い

て
、
人
間
関
係
の
希
薄
化

は
、
規
範
意
識
の
衰
退
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
他
者

に
対
す
る
配
慮
の
欠
如
な

ど
道
徳
意
識
が
様
々
な
面

で
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
私
た
ち
は
、
公
共
社

会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
社
会
的
連
帯
意

識
や
社
会
秩
序
を
築
く
責

務
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
単

に
個
人
の
道
徳
意
識
の
レ

ベ
ル
に
止
ま
ら
ず
、
歴
史
・

伝
統
・
文
化
な
ど
、
価
値

の
違
い
を
理
解
す
る
柔
軟

な
精
神
を
も
っ
た
社
会
的
・

道
徳
的
な
町
民
憲
章
の
制

定
を
提
案
す
る
も
の
だ
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　

町
民
の
発
意
に
よ

り
制
定
す
る
機
運
が
高
ま

れ
ば
、
町
民
憲
章
が
町
民

の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

関
心
を
高
め
る
大
き
な
役

割
を
持
つ
。
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
は
、
町
民
と

の
協
働
が
重
要
課
題
で
あ

る
。
憲
章
を
制
定
す
る
経

過
の
中
で
、
多
く
の
人
の

意
見
や
次
代
を
担
う
子
ど

も
達
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

共
に
考
え
る
こ
と
で
、
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
関
心

を
呼
び
起
こ
す
、
呼
び
水

に
な
る
と
考
え
る
。

　

第
４
次
長
期
総
合
計
画

の
中
で
、
制
定
を
含
め
て

町
民
が
共
に
考
え
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
機
会
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
位
置
づ

け
た
い
。

質
問　

栗
原
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
は
、
ま
ち
づ

く
り
調
査
な
ど
が
完
了
し
、

環
境
影
響
調
査
を
継
続
、

組
合
設
立
及
び
事
業
認
可

取
得
を
待
つ
状
況
と
な
っ

た
。
２０
年
度
に
は
新
駅
基

本
計
画
も
策
定
さ
れ
た
が
、

こ
の
区
画
整
理
の
成
否
を

決
め
る
新
駅
の
見
通
し
が
、

Ｊ
Ｒ
と
の
交
渉
の
中
で
難

航
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
そ
こ
で
、
次
の
点
に

つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

問　
　

新
駅
の
具
体
的
構

想
と
展
望
は
。

町
長　

新
駅
は
、
箱
根
ケ

崎
駅
と
金
子
駅
の
中
間
地

点
を
予
定
し
、
形
式
は
ホ
ー

ム
１
面
、
発
着
面
１
線
の

単
式
の
計
画
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
請
願
駅
と
な

る
た
め
Ｊ
Ｒ
と

協
議
し
、
具
体

化
に
向
け
全
力

で
取
り
組
ん
で

い
る
。

問　
　

区
画
整

理
事
業
の
予
算

規
模
と
今
後
の

町
負
担
額
は
。

町
長　

事
業
費

と
し
て
は
１
３

０
億
円
を
見
込

み
、
町
負
担
３３

億
円
を
助
成
す
る
予
定
で

あ
る
。

問　
　

一
時
凍
結
し
、
住

民
と
の
合
意
形
成
を
図
る

べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

現
在
、
組
合
設
立

準
備
会
で
は
、
事
業
認
可
、

組
合
設
立
を
一
日
も
早
く

実
現
す
る
事
で
意
志
統
一

が
図
ら
れ
、
町
と
し
て
も

多
く
の
住
民
の
希
望
に
沿

い
事
業
を
進
め
る
。

町
長　

２２
年
度
、
新

た
に
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

の
助
成
、
幼
稚
園
授

業
料
軽
減
を
予
算
計

上
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

子
育
て
支
援
策
の
更

な
る
充
実
は
。


